
【
資
料
紹
介
］

神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
所
蔵
の
土
偶
・
人
面
把
手

千

葉

【
要
旨
一
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
が
所
蔵
す
る
縄
文
時
代
の
土
偶
・
人
面
把
手
一
四

点
に
つ
い
て
紹
介
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
も

の
で
は
な
い
が
、
土
偶
や
人
面
把
手
の
出
土
例
が
少
な
い
神
奈
川
県
域
に
お
い

て
、
重
要
な
価
値
を
有
す
る
も
の
が
多
い
。

特
に
栄
区
公
田
ジ
ョ
ウ
ロ
塚
遺
跡
出
土
の
大
形
の
頭
部
資
料
は
、
縄
文
時
代

の
頭
部
表
現
の
中
で
も
最
大
級
の
も
の
で
あ
る
。
頚
部
以
下
の
形
態
も
含
め
て

現
状
で
は
類
例
が
な
く
、
不
明
な
点
が
多
い
。
本
稿
で
は
そ
の
全
体
の
形
態
に

つ
い
て
若
干
の
検
討
を
行
っ
た
。

ま
た
、
当
館
所
蔵
の
土
偶
と
横
浜
市
歴
史
博
物
館
保
管
の
土
偶
が
接
合
す
る

こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
表
採
し
た
土
偶
同
士
が
接
合
す
る
こ
と
は
極
め
て

珍
し
く
、
貴
重
な
例
と
い
え
る
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
｝
縄
文
時
代
土
偶
人
面
把
手

毅

今
回
報
告
対
象
と
し
た

資
料
は
一
点
を
除
い
て
横

浜
市
内
で
出
土
・
採
集
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
発
掘

調
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た

資
料
は
な
く
、
す
べ
て
表

採
品
で
あ
る
た
め
、
遺
跡

内
で
の
評
価
な
ど
は
成
し

え
な
い
。
観
察
所
見
な
ど

に
つ
い
て
は
第
一
表
を
参

照
さ
れ
た
い
・

遺
跡
の
位
置
は
第
一
図

に
示
し
た
。

神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
で
は
、
神
奈
川
県
内
で
出
土
し
た
縄
文
時
代
の
土
偶
、

人
面
把
手
一
六
点
を
所
蔵
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
開
館
以
来
収
集
し
て
き
た
購

入
資
料
、
寄
贈
資
料
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
に
は
、
こ
れ
ま
で
に
略
報
や
部
分

的
な
提
示
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
は
未
報
告
の
も
の
で
あ

る
。
筆
者
は
こ
れ
ら
の
資
料
に
つ
い
て
の
再
整
理
を
行
っ
て
お
り
、
今
回
は
そ
の

う
ち
報
告
可
能
と
な
っ
た
一
四
点
の
資
料
に
つ
い
て
報
告
を
行
う
。

所
蔵
資
料
に
つ
い
て

は
じ
め
に

‘
、
１
１
〕
・
池
，
轤
汗
、
臥
剥

鱗
擁
潅
漉
愈

第1図所蔵土偶・人面把手出土遺跡の位置
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公
田
ジ
ョ
ウ
ロ
塚
遺
跡
（
註
二

第
二
図
～
第
四
図
は
、
中
空
の
不
明
土
製
品
残
欠
で
あ
る
。
頸
部
以
下
、
右

耳
、
鼻
の
一
部
、
頭
頂
部
の
一
部
お
よ
び
後
頭
部
の
一
部
を
欠
く
。
現
存
で
高
さ

一
七
・
七
叫
幅
一
九
・
四
叫
厚
さ
一
六
・
一
面
を
測
る
。

前
面
は
低
平
な
隆
帯
に
よ
る
眉
、
粘
土
貼
り
付
け
に
よ
る
鼻
、
穿
孔
に
よ
る
眼
、

口
、
耳
、
ま
た
口
元
か
ら
頬
に
か
け
て
は
連
続
角
押
文
に
よ
る
文
様
が
描
か
れ
る
。

頸
部
に
は
隆
帯
が
巡
り
、
正
面
に
ボ
タ
ン
状
の
貼
付
が
み
ら
れ
る
。
眼
は
細
く
、

釣
り
上
が
り
気
味
の
目
尻
を
呈
す
る
。
鼻
は
、
顔
面
の
中
心
か
ら
や
や
下
方
の
位

置
に
、
鼻
頭
が
上
方
へ
盛
り
上
げ
る
よ
う
に
作
出
さ
れ
て
い
る
。
鼻
孔
は
大
き
く

作
出
さ
れ
る
。
眉
を
描
く
隆
帯
は
、
耳
の
や
や
上
か
ら
緩
い
弧
を
描
き
な
が
ら
鼻

に
接
続
す
る
。
両
脇
を
沈
線
が
な
ぞ
っ
て
お
り
、
眉
の
輪
郭
を
明
瞭
に
し
て
い
る
。

口
は
軽
く
開
く
。
鼻
の
中
心
よ
り
も
わ
ず
か
に
右
に
偏
る
。
顎
の
表
現
は
緩
い
稜

線
に
よ
り
わ
ず
か
に
認
め
ら
れ
る
。
耳
は
左
の
み
が
残
存
す
る
。
穿
孔
が
施
さ
れ

る
。
穿
孔
内
に
は
擦
痕
、
調
整
痕
な
ど
は
み
ら
れ
な
い
。
上
方
よ
り
も
下
方
（
耳

た
ぶ
）
が
厚
く
な
っ
て
お
り
、
安
定
感
が
あ
る
。
口
元
か
ら
頬
に
か
け
て
は
、
連

続
角
押
文
に
よ
る
文
様
が
描
か
れ
る
。
両
頬
に
は
眼
の
下
か
ら
二
条
の
連
続
角
押

文
が
垂
下
す
る
。
鼻
か
ら
口
元
に
か
け
て
は
、
縦
方
向
と
横
方
向
お
よ
び
曲
線
的

な
文
様
が
描
か
れ
て
い
る
。
他
の
要
素
の
作
出
に
比
べ
、
連
続
角
押
文
自
体
は
あ

ま
り
丁
寧
で
な
く
、
施
文
の
間
隔
や
強
弱
は
一
定
で
な
い
。
頚
部
に
は
隆
帯
が
巡

り
、
正
面
に
ボ
タ
ン
状
の
貼
付
け
を
持
つ
・

全
体
に
よ
く
磨
か
れ
て
お
り
、
柔
ら
か
な
光
沢
を
持
つ
。
ま
た
口
元
か
ら
鼻
、

頬
に
か
け
て
、
極
め
て
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
赤
彩
が
認
め
ら
れ
る
（
註
二
）
。

文
様
同
士
の
切
り
合
い
が
少
な
く
、
施
文
順
序
は
良
く
分
か
ら
な
い
。
隆
帯
の

重
な
り
方
か
ら
左
眉
、
右
眉
、
鼻
の
順
に
、
ま
た
鼻
の
裾
に
文
様
が
施
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
鼻
を
貼
り
付
け
た
後
に
連
続
角
押
文
が
施
さ
れ
た
ら
し
い
。
眼
、
口
、

鼻
の
穿
孔
は
外
側
か
ら
内
側
へ
向
か
っ
て
行
わ
れ
て
お
り
、
内
面
に
は
孔
の
縁
に

粘
土
の
盛
り
上
が
り
が
顕
著
に
み
ら
れ
る
。

背
面
は
、
頭
頂
部
の
メ
ガ
ネ
状
突
起
か
ら
垂
下
す
る
鎖
状
隆
帯
と
耳
の
後
方
か

ら
後
頭
部
中
心
に
つ
な
が
る
弧
状
の
隆
帯
に
よ
っ
て
、
大
き
く
二
つ
に
区
画
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
区
画
に
は
三
叉
文
、
十
字
状
の
文
様
、
連
続
角
押
文
な
ど

が
施
さ
れ
る
。
隆
帯
は
後
頭
部
先
端
が
欠
損
し
て
い
る
。

左
方
の
区
画
に
は
、
十
字
状
の
文
様
、
三
叉
文
が
や
や
削
り
取
り
気
味
に
描
出

さ
れ
る
。
十
字
状
の
文
様
の
周
囲
に
は
、
二
条
の
単
列
連
続
角
押
文
が
巡
る
。
鎖

状
隆
帯
お
よ
び
弧
状
隆
帯
脇
に
は
連
続
角
押
文
が
施
さ
れ
る
。
右
方
の
区
画
に
は

三
叉
文
は
描
か
れ
ず
、
十
字
状
の
文
様
と
そ
れ
を
囲
う
連
続
角
押
文
が
施
さ
れ
る
。

ま
た
鎖
状
隆
帯
、
弧
状
隆
帯
脇
だ
け
で
な
く
メ
ガ
ネ
状
突
起
の
下
端
な
ど
に
も
連

続
角
押
文
が
施
さ
れ
る
。
施
文
順
序
は
、
左
右
の
区
画
の
い
ず
れ
も
、
十
字
状
の

文
様
を
描
い
た
後
、
そ
れ
を
囲
う
二
条
の
単
列
連
続
角
押
文
、
隆
帯
脇
の
連
続
角

押
文
と
な
る
。
頸
部
の
隆
帯
は
後
正
面
で
は
接
続
し
な
い
。
鎖
状
隆
帯
と
弧
状
隆

帯
が
交
わ
る
箇
所
お
よ
び
そ
の
下
方
の
弧
状
隆
帯
先
端
の
二
箇
所
で
や
や
大
き
な

欠
損
が
認
め
ら
れ
る
。

頸
部
は
太
い
円
形
を
呈
す
る
。
顎
の
下
方
で
括
れ
、
さ
ら
に
下
方
へ
向
か
い
外

反
す
る
。
頚
部
の
欠
損
は
ほ
ぼ
平
坦
に
な
っ
て
い
る
。

内
面
の
ち
ょ
う
ど
眉
の
裏
側
あ
た
り
に
は
、
水
平
に
輪
積
み
痕
の
よ
う
な
段
差

が
あ
る
。
輪
積
み
に
よ
り
粘
土
を
筒
状
に
し
た
後
、
そ
の
上
に
蓋
を
す
る
よ
う
な

製
作
技
法
が
考
え
ら
れ
る
。
内
面
調
整
は
粗
く
、
横
方
向
の
擦
痕
が
認
め
ら
れ
る
。
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第
五
図
一
は
、
人
面
把
手
の
残
欠
で
あ
る
。
顔
面
部
は
右
頬
か
ら
顎
に
か
け
て

欠
損
す
る
。
現
存
で
高
さ
八
・
○
叫
幅
二
・
二
叫
厚
さ
四
・
七
ｍ
を
測
る
。

土
器
口
縁
部
側
面
に
付
さ
れ
る
円
形
の
顔
面
で
あ
る
。
凹
線
に
よ
り
眼
、
口
が
描

出
さ
れ
る
。
眼
の
周
囲
は
、
眼
に
沿
っ
て
ミ
ガ
キ
が
施
さ
れ
、
眼
窩
状
に
緩
く
窪

ん
で
い
る
。
鼻
が
緩
や
か
に
突
出
す
る
。
顔
面
は
概
ね
全
体
が
磨
か
れ
て
い
る
が
、

周
縁
は
欠
損
面
も
含
め
摩
滅
す
る
。
内
面
は
横
方
向
の
擦
痕
が
認
め
ら
れ
る
。
時

期
は
不
詳
だ
が
、
形
態
か
ら
後
期
の
所
産
と
考
え
ら
れ
る
。

第
五
図
二
は
、
中
実
土
偶
の
頸
～
腰
部
左
半
の
残
欠
で
あ
る
。
腕
部
も
肩
先
を

文
様
の
様
相
か
ら
勝
坂
式
前
半
の
所
産
と
考
え
ら
れ
る
。

本
資
料
は
、
頚
部
ま
で
中
空
と
な
る
形
態
や
大
き
な
鼻
、
鼻
孔
な
ど
に
特
徴
が

指
摘
で
き
る
が
、
最
大
の
特
徴
は
「
大
き
さ
」
で
あ
ろ
う
。
縄
文
時
代
に
数
多
く

存
在
す
る
人
面
・
顔
面
表
現
の
中
で
、
こ
れ
ほ
ど
の
大
き
さ
の
も
の
は
極
め
て
稀

で
あ
る
。
ま
た
先
述
の
よ
う
に
鼻
に
対
す
る
鼻
孔
の
大
き
さ
も
本
資
料
の
特
徴
で

あ
る
。
当
該
期
の
土
偶
、
人
面
把
手
に
お
い
て
鼻
孔
が
重
要
視
さ
れ
て
い
た
と
の

指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
が
（
吉
本
・
渡
辺
一
九
九
四
な
ど
）
、
そ
の
中
に
お
い
て

も
こ
れ
ほ
ど
大
き
な
鼻
孔
を
持
つ
例
は
少
な
い
。
頚
部
以
下
の
形
態
に
つ
い
て
は

後
に
改
め
て
触
れ
た
い
。

な
お
、
本
資
料
は
以
前
に
も
「
神
奈
川
県
史
』
（
赤
星
・
岡
本
一
九
七
九
）
、
「
神

奈
川
県
立
博
物
館
だ
よ
り
』
（
川
口
一
九
八
七
）
を
は
じ
め
、
多
く
の
刊
行
物
で

紹
介
さ
れ
て
き
た
当
館
の
代
表
的
な
収
蔵
品
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
は
写
真
の
み
の

紹
介
で
あ
っ
た
た
め
、
実
測
図
を
公
表
し
改
め
て
紹
介
し
た
次
第
で
あ
る
。

三
シ
沢
貝
塚

残
し
欠
損
す
る
。
現
存
で
高
さ
八
・
四
叫
幅
五
・
○
叫
厚
さ
四
・
三
ｍ
を
測
る
。

前
面
に
は
乳
房
の
表
現
以
外
は
文
様
が
施
さ
れ
な
い
。
乳
房
は
粘
土
粒
貼
付
け
に

よ
る
。
貼
付
け
後
は
裾
を
よ
く
磨
い
て
い
る
。
前
面
は
ミ
ガ
キ
の
痕
跡
が
明
瞭
に

残
っ
て
お
り
、
鈍
い
光
沢
を
持
つ
。
背
面
は
摩
滅
し
て
お
り
、
調
整
痕
は
観
察
で

き
な
い
。
背
面
に
は
沈
線
に
よ
る
曲
線
、
直
線
の
文
様
や
刺
突
が
施
さ
れ
る
。
摩

滅
し
て
い
る
せ
い
も
あ
り
、
沈
線
は
不
明
瞭
で
鋭
さ
を
欠
く
。
欠
損
面
は
平
坦
で

あ
る
。
粘
土
塊
の
境
界
で
割
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
後
期
の
所
産
で
あ
ろ
う
。

第
六
図
一
は
、
中
実
の
山
形
土
偶
脚
部
残
欠
で
あ
る
。
現
存
で
高
さ
六
・
六
叫

幅
六
・
七
四
厚
さ
四
・
三
ｍ
を
測
る
。
足
裏
は
平
ら
に
ケ
ズ
リ
成
形
さ
れ
て
お
り
、

自
立
す
る
。
脚
内
側
が
強
く
湾
曲
す
る
。
腰
部
と
足
首
に
沈
線
に
よ
る
文
様
が
施

さ
れ
る
。
腰
部
の
文
様
は
横
方
向
の
沈
線
を
描
い
た
後
、
や
や
太
い
縦
位
の
単
沈

線
を
描
き
、
そ
の
問
を
斜
位
の
や
や
細
い
単
沈
線
で
充
填
す
る
。
縄
文
は
施
さ
れ

な
い
。
中
心
に
軸
心
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
。
腰
部
の
欠
損
面
は
、
周
囲
に
割
れ

た
痕
跡
が
あ
り
、
中
央
は
窪
む
。
窪
ん
で
い
る
箇
所
は
割
れ
た
痕
跡
は
認
め
ら
れ

な
い
こ
と
か
ら
、
腰
部
以
上
は
中
空
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
全
面
に
丁
寧
な
ミ

ガ
キ
に
よ
り
調
整
さ
れ
て
お
り
鈍
い
光
沢
を
持
つ
。
つ
ま
先
か
ら
足
裏
に
か
け
て

は
摩
滅
の
度
合
い
が
強
く
認
め
ら
れ
る
。
地
面
に
設
置
さ
れ
る
状
況
が
多
か
っ
た

た
め
で
あ
ろ
う
。
稜
線
の
湾
曲
、
文
様
の
丁
寧
さ
な
ど
か
ら
左
脚
と
判
断
し
た
。

第
六
図
二
は
、
中
実
土
偶
の
脚
部
残
欠
で
あ
る
。
現
存
で
高
さ
四
・
二
叫
幅

四
・
一
叫
厚
さ
三
・
四
ｍ
を
測
る
。
全
体
に
摩
滅
し
て
い
る
。
自
立
す
る
が
、
足

裏
の
周
縁
は
丸
み
を
帯
び
て
お
り
、
や
や
安
定
感
を
欠
く
。
全
体
に
ミ
ガ
キ
に
よ

る
調
整
が
施
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
摩
滅
し
て
い
る
た
め
判
然
と
し
な
い
。
欠

損
面
が
滑
ら
か
な
こ
と
か
ら
、
腰
部
と
の
接
合
面
で
欠
損
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

－6(）－
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第
七
図
一
は
、
み
み
ず
く
土
偶
頭
部
残
欠
で
あ
る
。

左
の
「
角
」
先
お
よ
び
耳
先
を
欠
く
。
現
存
で
高
さ
五
・

六
叫
幅
七
・
三
叫
厚
さ
二
・
八
ｍ
を
測
る
。
全
体
に

や
や
崩
れ
た
印
象
の
表
情
と
な
っ
て
い
る
。
断
面
半
円

形
の
隆
帯
で
眉
、
鼻
の
順
に
描
出
す
る
。
眼
、
口
は
単

沈
線
に
よ
る
。
鼻
孔
は
表
現
さ
れ
な
い
。
耳
は
孔
が
貫

通
す
る
。
孔
の
内
側
は
ギ
ザ
ギ
ザ
に
な
っ
て
い
る
。
左

耳
の
欠
損
部
か
ら
、
孔
は
耳
を
作
出
後
に
貫
通
さ
せ
た

の
で
は
な
く
、
横
Ｕ
字
状
の
粘
土
紐
を
貼
付
す
る
こ
と

で
作
出
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
顔
面
部
の
各

所
に
無
節
叫
縄
文
が
施
さ
れ
る
。
縄
文
は
、
隆
帯
の

剥
が
れ
た
箇
所
に
は
見
ら
れ
な
く
、
隆
帯
上
に
施
文
さ

れ
る
箇
所
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
隆
帯
貼
付
後
に

施
文
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
目
、
口
と
の
先
後
関
係

は
、
切
り
合
う
箇
所
が
な
く
判
断
で
き
な
い
。
調
整
痕

は
不
明
瞭
で
あ
る
。
背
面
に
は
横
方
向
に
薄
く
突
出
す

る
部
分
が
作
出
さ
れ
る
。
横
方
向
の
粗
い
擦
痕
が
認
め

仏
向
遺
跡

る
。
文
様
は
鋭
い
沈
線
に
よ
る
。
沈
線
は
い
ず
れ
も
断

面
が
Ｖ
字
形
で
鋭
角
に
深
く
施
文
さ
れ
て
お
り
、
部
分

的
に
肉
彫
状
と
な
る
。
文
様
の
有
無
か
ら
右
脚
と
判
断

し
た
。
ハ
ー
ト
形
土
偶
の
残
欠
で
あ
ろ
う
。
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欠
損
面
は
擬
口
縁
を
呈
さ
ず
、
割
面
状
で
あ
る
。

第
七
図
四
は
、
中
実
土
偶
の
脚
部
残
欠
で
あ
る
。
現
存
で
高
さ
六
・
二
叫
幅

四
・
五
叫
厚
さ
三
・
九
ｍ
を
測
る
。
自
立
す
る
が
、
足
裏
は
弱
く
湾
曲
し
て
お
り
、

や
や
安
定
感
を
欠
く
。
断
面
は
ほ
ぼ
円
形
で
稜
は
見
ら
れ
な
い
。
欠
損
部
直
下
と

ら
れ
る
。
欠
損
面
は
割
面
状
を
呈
す
る
。

第
七
図
二
は
、
中
実
土
偶
の
左
頸
～
腰
部
残
欠
で
あ
る
。
腕
先
も
欠
損
す
る
。

現
存
で
高
さ
六
・
九
叫
幅
六
・
○
叫
厚
さ
二
・
七
ｍ
を
測
る
。
前
面
に
は
沈
線

に
よ
る
三
叉
文
、
入
組
文
が
描
か
れ
る
。
三
叉
文
は
い
ず
れ
も
半
肉
彫
状
を
呈
す

る
沈
線
に
よ
る
が
、
入
組
文
は
浅
く
弱
い
沈
線
に
よ
る
。
乳
房
は
粘
土
粒
を
貼
り

付
け
た
後
、
縁
を
沈
線
に
よ
り
明
確
化
し
て
い
る
。
背
面
は
、
部
分
的
に
細
か
な

刺
突
が
沈
線
に
沿
う
よ
う
に
施
さ
れ
る
。
三
叉
文
の
描
出
技
法
は
前
面
と
同
様
で

あ
る
が
、
他
の
沈
線
は
前
面
に
比
し
て
深
く
鋭
い
も
の
と
な
る
。
ケ
ズ
リ
に
よ
り

器
面
が
整
え
ら
れ
た
後
、
沈
線
に
よ
る
文
様
が
描
か
れ
る
。
背
面
の
一
部
に
、
沈

線
の
縁
が
調
整
に
よ
り
潰
れ
て
い
る
箇
所
が
認
め
ら
れ
る
。
欠
損
面
は
、
周
縁
に

割
れ
の
痕
跡
が
あ
る
が
中
央
付
近
は
滑
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、
製
作
時
の
粘
土
塊

単
位
で
破
損
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
本
資
料
と
石
井
寛
氏

が
過
去
に
紹
介
し
た
土
偶
が
接
合
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

第
七
図
三
は
、
中
実
土
偶
の
腕
部
残
欠
で
あ
る
。
現
存
で
高
さ
四
・
七
叫
幅
三
・

一
叫
厚
さ
二
・
一
面
を
測
る
。
前
面
に
は
、
三
叉
文
と
そ
れ
に
沿
う
細
か
な
列

点
が
施
さ
れ
る
。
三
叉
文
は
太
い
沈
線
を
組
み
合
わ
せ
て
描
出
す
る
。
腕
外
側
に

は
二
条
の
単
沈
線
が
引
か
れ
、
そ
の
下
に
は
三
叉
文
風
の
意
匠
が
描
か
れ
る
。
背

面
は
欠
損
部
が
多
く
や
や
不
明
瞭
で
あ
る
が
、
同
様
に
三
叉
文
と
そ
れ
に
沿
う
列

点
が
施
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
・
腕
内
側
お
よ
び
腕
先
端
に
は
文
様
は
施
さ
れ
な
い
。

第
七
図
五
は
、
中
実
土
偶
の
胴
～
臂
部
残
欠
で
あ
る
。
現
存
で
高
さ
六
・
八
叫

幅
六
・
七
叫
厚
さ
四
・
○
ｍ
を
測
る
。
括
れ
た
胴
部
か
ら
緩
や
か
な
湾
曲
を
描

き
大
き
な
臂
部
へ
移
行
す
る
。
前
面
の
文
様
は
隆
帯
に
よ
る
正
中
線
と
陰
刻
に
よ

る
対
弧
文
（
対
称
弧
刻
文
）
か
ら
な
る
。
正
中
線
の
下
端
に
は
、
刺
突
に
よ
り
膳

が
表
現
さ
れ
る
。
背
面
は
無
文
と
な
る
。
右
臂
部
が
も
ぎ
取
ら
れ
る
よ
う
に
欠
損

し
て
い
る
。
全
面
が
摩
滅
し
て
お
り
、
調
整
痕
は
観
察
で
き
な
い
。
表
採
品
で
あ

る
こ
と
も
あ
り
風
化
の
判
断
は
困
難
で
あ
る
が
、
欠
損
部
も
含
め
摩
滅
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
状
態
で
の
使
用
、
保
管
期
間
が
あ
る
程
度
存
在
し
た
可
能
性
も

考
え
ら
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
中
期
中
葉
の
所
産
と
考
え
ら
れ
る
。

足
首
に
浅
い
沈
線
に
よ
る
文
様
が
描
か
れ
る
。
欠
損
部
直
下
の
文
様
は
、
横
方
向

に
二
条
の
沈
線
を
描
い
た
後
に
斜
位
の
沈
線
を
描
く
。
足
首
を
巡
る
沈
線
は
、
非

常
に
浅
く
、
ミ
ガ
キ
の
痕
跡
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
よ
う
な
も
の
と
な
る
。
文

様
の
残
存
部
が
少
な
く
詳
細
は
不
明
瞭
で
あ
る
が
、
文
様
構
成
は
三
シ
沢
貝
塚
例

（
第
六
図
二
と
類
似
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
・
欠
損
面
は
擬
口
縁
を
呈
さ
ず
、

割
面
と
な
る
。
山
形
土
偶
の
残
欠
と
考
え
ら
れ
る
。

第
八
図
一
は
、
中
実
土
偶
の
脚
部
残
欠
で
あ
る
。
内
側
の
先
端
、
踵
の
一
部
を

欠
損
す
る
。
足
裏
は
平
坦
に
成
形
さ
れ
て
お
り
、
自
立
す
る
。
現
存
で
高
さ
五
・

○
叫
幅
三
・
七
叫
厚
さ
四
・
六
ｍ
を
測
る
。
欠
損
部
直
下
で
わ
ず
か
に
肥
厚
す
る
。

片
面
の
み
に
沈
線
に
よ
る
文
様
が
描
か
れ
て
お
り
、
こ
ち
ら
を
前
面
と
判
断
し
た
。

折
本
遺
跡

源
東
院
台
遺
跡
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第
八
図
二
は
、
顔
面
部
残
欠
で
あ
る
。
現
存
で
高
さ
六
・
九
叫
幅
五
・
八
叫

厚
さ
二
・
四
ｍ
を
測
る
。
断
面
三
角
形
の
隆
帯
で
眉
、
鼻
を
作
出
す
る
。
鼻
の
先

端
に
は
鼻
孔
が
表
現
さ
れ
る
が
、
孔
は
一
つ
で
あ
る
。
先
端
の
尖
っ
た
工
具
に
よ
っ

て
、
下
か
ら
真
上
へ
突
き
上
げ
る
よ
う
に
刺
突
し
て
い
る
。
眼
は
左
右
と
も
く
っ

き
り
と
し
た
単
沈
線
に
よ
る
。
沈
線
が
眉
や
鼻
の
付
け
根
に
食
い
込
ん
で
い
る
こ

と
か
ら
、
眉
、
鼻
の
隆
帯
を
貼
り
付
け
た
後
に
、
眼
を
描
い
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。
口
は
円
形
の
刺
突
に
よ
る
。
背
面
ま
で
孔
が
貫
通
す
る
。
口
も
鼻
を
作
出
す

る
隆
帯
の
裾
を
切
っ
て
お
り
、
後
に
描
出
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
額
部
に
も
隆
帯

が
張
り
付
け
ら
れ
る
が
、
左
右
端
と
も
欠
損
し
て
お
り
全
体
の
形
態
は
よ
く
分
か

ら
な
い
。
頬
に
や
や
粗
い
擦
痕
が
認
め
ら
れ
る
他
は
顕
著
な
調
整
痕
は
み
ら
れ
な

い
。
背
面
は
、
周
縁
の
や
や
内
側
に
剥
離
痕
が
見
ら
れ
る
が
、
擬
口
縁
状
を
な
し

て
お
り
剥
離
部
分
の
範
囲
は
不
明
瞭
で
あ
る
。
左
上
方
に
欠
損
が
み
ら
れ
る
が
、

採
集
時
（
耕
作
中
か
）
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
後
期
前
葉
～
中
葉
の
所
産
と
考

え
ら
れ
る
。

第
八
図
三
は
、
中
空
土
偶
頭
部
残
欠
で
あ
る
。
後
頭
部
以
下
を
欠
損
す
る
。
現

存
で
高
さ
五
・
三
叫
幅
六
・
四
叫
厚
さ
五
・
八
ｍ
を
測
る
。
内
面
を
除
く
ほ
ぼ

全
面
に
刺
突
が
巡
る
。
隆
帯
に
よ
り
眉
、
鼻
を
作
出
す
る
。
鼻
の
先
端
に
は
鼻
孔

沈
線
は
細
く
シ
ャ
ー
プ
で
あ
る
。
弧
線
と
六
本
の
直
線
を
組
み
合
わ
せ
、
指
先
を

表
現
し
て
い
る
。
全
体
に
摩
滅
し
て
お
り
、
調
整
痕
は
明
瞭
で
な
い
。
足
裏
に
は

前
後
方
向
に
粗
い
擦
痕
が
認
め
ら
れ
る
。
欠
損
面
は
、
粘
土
塊
で
割
れ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
後
期
の
所
産
と
考
え
ら
れ
る
。

上
白
根
町

第
九
図
は
、
筒
形
土
偶
の
頭
部
残
欠
で
あ
る
。
額
部
か
ら
左
頭
頂
部
、
両
耳
先

端
お
よ
び
頸
部
以
下
を
欠
く
。
現
存
で
高
さ
六
・
二
叫
幅
六
・
八
叫
厚
さ
四
・

六
ｍ
を
測
る
。
顔
面
に
は
、
細
い
隆
帯
に
よ
る
眉
、
鼻
、
浅
い
単
沈
線
に
よ
る
眼
、

内
面
ま
で
穿
孔
す
る
口
、
耳
が
み
ら
れ
る
。
頭
頂
部
に
は
単
節
蝸
縄
文
が
施
さ

れ
る
。
施
文
順
序
は
や
や
不
明
瞭
で
あ
る
が
、
眉
隆
帯
の
貼
付
、
隆
帯
脇
を
ナ
デ

つ
け
た
後
、
眼
お
よ
び
口
の
穿
孔
と
な
る
よ
う
で
あ
る
。
縄
文
と
の
先
後
関
係
は

が
穿
た
れ
る
。
鼻
孔
の
刺
突
は
、
全
面
に
巡
る
他
の
刺
突
と
は
方
向
、
深
さ
で
異

な
っ
て
い
る
。
即
ち
、
全
面
に
施
さ
れ
る
刺
突
は
器
面
に
対
し
ほ
ぼ
真
直
ぐ
、
や

や
浅
い
の
に
対
し
、
鼻
孔
の
刺
突
は
下
か
ら
真
上
へ
向
い
て
お
り
、
ま
た
深
さ
は

五
ｍ
程
あ
る
。
眼
は
単
沈
線
、
口
は
刺
突
に
よ
る
。
耳
は
粘
土
の
貼
付
け
に
よ
り

大
き
く
作
出
さ
れ
る
。
後
頭
部
に
は
横
方
向
に
二
条
の
沈
線
が
み
ら
れ
る
。
全
面

に
施
さ
れ
る
刺
突
は
、
右
眼
の
目
頭
付
近
、
左
眼
の
目
尻
付
近
、
頭
頂
部
を
基
点

と
し
て
螺
旋
状
に
列
を
な
し
て
い
る
。
施
文
順
序
は
不
明
瞭
で
あ
る
が
、
文
様
の

わ
ず
か
な
切
り
合
い
か
ら
、
眉
、
鼻
の
隆
帯
を
貼
付
し
た
後
、
眼
、
口
を
描
出
す

る
よ
う
で
あ
る
。
調
整
は
、
部
分
的
に
ナ
デ
が
認
め
ら
れ
る
他
は
明
瞭
で
な
い
。

内
面
は
指
頭
状
の
凹
み
が
み
ら
れ
る
。

本
例
の
よ
う
に
、
顔
面
に
刺
突
を
施
す
例
と
し
て
は
、
後
期
後
葉
か
ら
晩
期
後

葉
の
い
わ
ゆ
る
鯨
面
土
偶
が
想
起
さ
れ
る
。
し
か
し
、
鯨
面
土
偶
に
施
さ
れ
る
刺

突
の
多
く
は
本
例
よ
り
も
細
か
く
、
ま
た
頭
部
全
面
に
満
遍
な
く
施
さ
れ
る
こ
と

は
少
な
い
。
眼
、
口
の
表
現
も
本
例
は
単
沈
線
の
み
に
よ
っ
て
お
り
や
や
異
な
っ

て
い
る
。
時
期
は
不
詳
だ
が
、
後
晩
期
の
範
嬬
に
は
収
ま
る
で
あ
ろ
う
。

道
明
遺
跡

－66－



秦野市平沢南町道明遺跡
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第9図神奈川県立歴史博物館所蔵の土偶・人面把手（8）

( 1／2）

第1表神奈川県立歴史博物館所蔵の土偶・人面把手観察表

公田ジョウロ塚遺跡 （横浜市栄区公田町）

第2図～第4図 時期

資料番号：CXOOO5551 I l22-l581 胎土

中期中葉 型式名等：勝坂式期 残存部位：頭部 重量： （ 1358.09) 焼成：良好

やや粗い。 の1mm程度の砂（白色・赤色・黒色）をやや多く含む。 備考：江守節子コレクション

三ツ沢貝塚 （横浜市神奈川区三ツ沢町）

第5図1 時期

資料番号：CXOO(〕5890I l22-851 胎土

後期？ 型式名等：不詳 残存部位：顔面部 重量： （259．99) 焼成：良好

やや粗い。 の1mm程度の砂（透明・赤色・白色）を多く、 の2～3mmの砂（透明・赤色・白色）をやや多く含む。 備考：土器口縁部

第5図2 時期：後期 型式名等：不詳 残存部位：頸～腰部（右） 重量; 117.29、 焼成：良好

資料番号：CXOOO5883［ 122-781 胎土：撤密。 の0.5mm以下の粒子（白色，黒色）を少量含む。

第6図1 時期：後期 型式名等：山形土偶 残存部位：脚部（左） 重量： 121 ．59 焼成：良好

資料番号:CXOOO58841122-791 胎土：級密。 の0.5～1mmの粒子（黒色・白色・赤色・透明）を多く含む。

第6図2 時期：後期 型式名等：ハート形土偶 残存部位：脚部（右？） 重量:37.29 焼成：良好

資料番号:CXOOO5885[ 122-801 胎土：やや粗い。 の0.5～1mmの粒子（白色・赤色・黒色）をやや多く、 の2～3mmの砂（白色・灰色）を少量含む。 備考：全体に摩耗

仏向遺跡 （横浜市保士ヶ谷区仏向町）

第7図1 時期

資料番号：CXOOO5488［ 122-95］ 胎土

晩期 型式名等：みみずく土偶 残存部位：頭部 重量:64.69 焼成：良好

撤密だが混入物多い。 の0.5～1mmの粒子（赤色・黒色・白色）を多く、 の2～3mmの砂（白色・赤色）を少量含む

後～晩期 型式名等：不詳 残存部位：頸～腰部（左半）

繊密。 の0.5mm程度の粒子（黒色・透明） をやや多く含む。

時期

胎土

時期

胎士

重量: (66.99) 焼成：良好

備考：石井資料と接合

第7図2

資料番号：CXOOO5489I l22-96］

後～晩期 型式名等：不詳 残存部位：腕部（左？） 重量：21．69 焼成：良好

繊密。 の0.5mm程度の粒子（透明・白色） を少量含む。

第7図3

資料番号：CXOO〔)5491 ［ 122-981

時期：後期 型式名等：山形土偶 残存部位：脚部（右？） 重量:87.29 焼成：良好

CXOOO54901122-971 胎土：繊密。 j0.5mm以下の粒子（臼色） を多く、 の0.5mm以下の粒子（赤色．透明）をやや多く含む

第7図4

資料番号

折本遺跡

第7図5

資料番号

(横浜市都筑区折本町）

時期

:CXOOO5544I l22-l51 1 胎土

中期中葉、 型式名等：勝坂式期？ 残存部位：腰～臂部 重量： 139．69 焼成：良好

やや粗い。 の3～4mmの砂（白色・赤色）をやや多く、 の1mmの砂（黒色・赤色・白色）を多く含む。 備考：林国治コレクション

源東院台遺跡 （横浜市都筑区東方町）

第8図1 時期

資料番号：CXOOO5499［ l22-lO61 胎土

後期 型式名等：不詳 残存部位：脚部（右） 重量:55.79 焼成：良好

やや粗い。 の0.5～1mmの粒子（白色・赤色）を多く、 の2mr､程度の砂（赤色・黒色・白色）をやや多く含む

（横浜市旭区上白根町）

時期

CXOOO5549［ 122－1561 胎土

(上白根町）

第8図2

資料番号

第8図3

資料番号

後期前葉～中葉 型式名等：筒形土偶？ 残存部位：顔面部 重量:78.69 焼成：良好

やや粗い。 の0.5～1mmの粒子（白色・赤色・透明）を多く、 の0.5mm以下の粒子（黒色）をやや多く含む。 備考：高橋基コレクション

時期：後～晩期 型式名等：鯨面土偶？ 残存部位：頭部 重量： （ 115．69） 焼成：良好

CXOOO5548I l22-l551 胎土：やや粗い。 の0.5程度の粒子（黒色・透明） を多く、 の0.5～1mmの粒子（白色）を少量含む。 備考：高橋基コレクション

道明遺跡 （秦野市平沢南町）

第9図 時期

資料番号：CXOOO5448［ 122-221 胎土

後期 型式名等：筒形土偶 残存部位、頭部 重量：96．39 焼成：良好

やや粗い。 の0.5～1mmの粒子（黒色・赤色・白色）を多く、 のl～2mmの砂（黒色・赤色・白色）をやや多く含む。

＊ 「重量」の（ ）は、補修部分を含む全体の重量



切
合
い
が
な
く
不
明
で
あ
る
。
顔
面
は
よ
く
磨
か
れ
て
い
る
。
全
体
に
細
か
な
亀

裂
が
多
数
み
ら
れ
る
。
後
期
の
所
産
で
あ
ろ
う
。

公
田
ジ
ョ
ウ
ロ
塚
遺
跡
出
土
資
料
に
つ
い
て

こ
こ
で
は
、
公
田
ジ
ョ
ウ
ロ
塚
遺
跡
出
土
の
不
明
土
製
品
の
形
態
に
つ
い
て
若

干
の
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。
本
資
料
は
、
頚
部
以
下
を
欠
損
し
て
い
る
た
め
そ

の
全
体
的
な
形
態
が
不
明
で
あ
る
。
勝
坂
式
期
に
お
い
て
本
資
料
の
よ
う
な
顔
面

表
現
が
施
さ
れ
る
も
の
と
し
て
は
、
大
き
く
は
土
偶
、
人
面
（
顔
面
）
把
手
の
い

ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。
本
資
料
は
、
中
空
構
造
で
あ
る
こ
と
か
ら
こ
れ
ま
で
深
鉢
形

土
器
に
付
け
ら
れ
る
人
面
把
手
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
各
要
素
を
み
て
い
く

と
、
必
ず
し
も
そ
う
と
は
言
い
切
れ
な
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

当
該
期
に
み
ら
れ
る
通
常
の
人
面
把
手
は
、
内
向
き
、
外
向
き
の
い
ず
れ
で
も

深
鉢
の
口
縁
に
直
接
顎
部
・
頭
部
が
乗
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
頚
部
は
な

い
。
し
か
し
本
資
料
は
、
頸
部
が
明
瞭
に
作
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
断
面
は

円
形
に
な
っ
て
お
り
、
土
器
口
縁
部
と
の
接
続
の
想
定
が
困
難
で
あ
る
。

一
方
、
土
偶
で
あ
れ
ば
頸
部
は
作
出
さ
れ
る
。
当
該
期
の
土
偶
は
基
本
的
に
中

実
で
あ
る
が
、
一
部
に
は
頭
部
が
中
空
に
な
る
も
の
も
あ
り
（
第
一
○
図
上
段
）
、

中
空
で
あ
る
こ
と
が
土
偶
で
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
土
偶
装
飾

付
土
器
の
よ
う
な
形
態
で
あ
っ
て
も
基
本
的
に
は
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の

場
合
で
あ
っ
て
も
、
本
例
の
よ
う
に
頚
部
ま
で
中
空
に
な
る
例
は
見
当
た
ら
な
い
。

ま
た
頚
部
断
面
は
円
形
で
な
く
扁
平
に
な
る
。
焼
成
す
る
際
の
問
題
と
し
て
、
本

資
料
の
よ
う
な
大
き
さ
の
も
の
で
あ
れ
ば
全
体
を
中
空
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
も

考
え
ら
れ
よ
う
が
、
そ
れ
だ
け
で
結
論
づ
け
る
の
は
や
や
不
安
で
あ
る
。

別
の
可
能
性
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
釣
手
土
器
の
頂
部
に
付
く
頭
部
装
飾

で
あ
る
（
第
一
○
図
下
段
）
。
こ
れ
で
あ
れ
ば
、
頚
部
が
作
出
さ
れ
そ
の
断
面
が

円
形
に
な
る
こ
と
は
十
分
あ
り
得
る
。
ま
た
本
資
料
の
背
面
に
は
鎖
状
隆
帯
が
付

さ
れ
る
が
、
先
端
が
欠
損
し
て
い
る
。
土
偶
で
あ
れ
ば
こ
の
部
位
に
さ
ら
に
装
飾

が
施
さ
れ
る
こ
と
は
想
定
し
に
く
い
。
深
鉢
の
人
面
把
手
で
あ
れ
ば
、
土
器
と
の

接
続
を
強
化
す
る
橋
状
把
手
の
よ
う
な
も
の
を
想
定
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

や
や
無
理
が
あ
る
。
釣
手
土
器
で
あ
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
背
面
の
釣
手
部
に
接
続
す

る
も
の
と
考
え
ら
れ
違
和
感
は
少
な
い
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
頭
部
装
飾
が
付
さ
れ

る
釣
手
土
器
は
、
概
し
て
大
形
に
な
る
傾
向
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

現
段
階
で
は
、
本
資
料
は
釣
手
土
器
の
頭
部
装
飾
の
可
能
性
が
高
い
と
筆
者
は
考

~

の沢西

(山梨）

石之坪（西）
（山梨）

l ) 10cm0 ( 1/4 ）

淵

灘

認 ⑳

御殿場（長野） 金山（山梨）

第10図頭部力丁中空となる勝坂式期の土偶（上)、釣手土器（下）

上段に示した土偶は、実測図では中空か分からないが、実見したところ頭部は中空であっ

た。釣手土器は縮尺不同。



公田ジョウロ塚遺跡(60)の位置

(★が採集地） （横浜市文化財地図より）

採集地付近の皇女神社に設置された案内板

第1 1図公田ジョウロ塚遺跡の位置と現状

採集地の現状

本
稿
を
準
備
し
て
い
る
際
に
、
当
館
所
蔵
の
仏

向
貝
塚
出
土
資
料
（
第
七
図
二
）
と
、
石
井
寛
氏

が
過
去
に
紹
介
し
て
い
る
表
採
資
料
（
第
一
二

図
、
以
下
石
井
資
料
と
す
る
）
（
石
井
一
九
七
九

第
二
一
図
三
）
が
接
合
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に

仏
向
貝
塚
出
土
土
偶
に
つ
い
て

え
て
い
る
。

現
状
で
は
、
当
該
期
の
深
鉢
の
人
面
把
手
、
土

偶
あ
る
い
は
釣
手
土
器
の
い
ず
れ
で
あ
っ
て
も
、

こ
れ
ほ
ど
の
大
き
さ
の
も
の
は
知
ら
れ
て
い
な

い
。
こ
こ
で
は
釣
手
土
器
で
あ
る
可
能
性
を
指

摘
し
た
が
、
釣
手
土
器
に
付
く
顔
面
表
現
は
通

常
平
面
的
な
も
の
が
多
い
点
や
釣
手
土
器
が
盛

行
す
る
時
期
と
本
資
料
の
時
期
に
わ
ず
か
な
ズ

レ
が
指
摘
で
き
る
な
ど
、
問
題
は
残
っ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
未
だ
確
定
的
で
は
な
く
、
検

討
の
余
地
は
あ
ろ
う
。

な
お
、
本
資
料
の
採
集
地
は
、
現
在
も
採
集

当
時
と
同
様
に
畑
地
と
な
っ
て
お
り
、
少
量
で

あ
る
が
遺
物
の
散
布
が
認
め
ら
れ
る
。
付
近
の

神
社
に
は
本
資
料
の
案
内
板
が
設
置
さ
れ
て
い

る
（
第
一
一
図
）
。

な
っ
た
。
こ
れ
ら
は
と
も
に
表
採
品
で
あ
り
、
そ
の
評
価
は
難
し
い
が
、
土
偶
の

接
合
例
と
し
て
紹
介
し
た
い
（
第
一
二
図
）
。

石
井
資
料
は
、
一
九
五
○
年
代
よ
り
石
井
寛
氏
が
知
人
ら
と
仏
向
貝
塚
で
宅
地

造
成
や
畑
作
に
よ
る
深
耕
の
際
に
出
土
し
た
遺
物
を
収
集
し
て
き
た
も
の
の
一
部

で
現
在
は
既
に
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
Ａ
貝
塚
と
呼
ば
れ
る
地
点
で
表
採
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
県
博
資
料
も
Ａ
貝
塚
で
表
採
さ
れ
た
資
料
で
あ
る
可

能
性
が
高
い
。
な
お
、
こ
の
際
に
石
井
氏
ら
に
よ
っ
て
収
集
さ
れ
た
土
器
片
は
、

安
行
Ⅱ
式
か
ら
同
Ⅲ
ａ
式
が
主
体
で
あ
る
。

文
様
に
つ
い
て
は
先
述
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
特
に
接
合
面
な
ど
の
観
察
か
ら

想
定
さ
れ
た
製
作
技
法
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
て
お
き
た
い
。
先
述
し
た
よ
う
に
、

本
資
料
の
破
断
面
は
、
中
心
部
分
が
滑
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、
別
に
製
作
し
た
粘

土
塊
と
の
境
目
で
割
れ
て
い
る
。
石
井
氏
が
既
に
同
様
の
指
摘
を
し
て
お
り
、
製

(背面）
＊左が県博資料＊右が県博資料

(接合面）
＊左が県博資料

_｣、 ﾉー

1
〆

1
⑳石井資料（石井1979より）

0 ( 1/2) 5cm （製作技法模式）

第12図接合した仏向貝塚出土土偶と製作技法模式

－69－



縄
文
時
代
の
神
奈
川
県
域
は
、
房
総
半
島
や
中
部
高
地
と
い
っ
た
周
辺
地
域
に

比
べ
土
偶
の
出
土
が
あ
ま
り
多
く
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な

中
に
あ
っ
て
は
、
本
稿
に
お
い
て
紹
介
し
た
よ
う
な
、
既
発
掘
（
表
採
な
ど
も
含

む
）
未
報
告
資
料
の
公
開
も
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
く
る
も
の
考
え
て
い
る
。

今
回
は
紙
数
の
制
約
も
あ
り
、
各
資
料
の
考
察
な
ど
に
は
い
た
ら
な
っ
た
。
今

後
の
課
題
と
し
た
い
。

作
技
法
に
つ
い
て
も
以
下
の
よ
う
に
詳
細
な
記
述
が
あ
る
。
「
断
面
楕
円
形
の
粘

土
紐
を
二
本
作
り
、
こ
れ
を
横
に
接
合
し
て
体
部
の
核
を
作
っ
た
の
ち
、
こ
の
核

に
粘
土
を
貼
り
付
け
な
が
ら
全
体
を
造
形
す
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
今
回
、

接
合
す
る
二
つ
の
資
料
の
破
断
面
を
観
察
し
た
結
果
、
石
井
氏
と
同
様
の
工
程
が

想
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
同
様
の
視
点
で
改
め
て
観
察
す
る
と
、
粘
土
紐
は
腕
部
に

ま
で
続
い
て
い
る
ら
し
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
模
式
的
に
表
せ
ば
第
一
二
図
下
段

右
の
よ
う
に
な
る
。
製
作
技
法
の
類
例
に
つ
い
て
は
検
索
で
き
な
か
っ
た
。
同
時

期
の
資
料
の
製
作
技
法
を
踏
ま
え
た
上
で
、
今
後
の
検
討
を
要
す
る
。

な
お
両
者
に
は
著
し
い
風
化
の
差
な
ど
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

公
田
ジ
ョ
ウ
ロ
塚
遺
跡
の
現
地
踏
査
に
あ
た
っ
て
は
、
幸
運
に
も
今
回
紹
介
し

た
資
料
の
発
見
者
で
あ
る
金
子
仲
枝
さ
ん
に
ご
案
内
し
て
い
た
だ
き
、
採
集
場
所

の
詳
細
や
当
時
の
状
況
等
に
つ
い
て
ご
教
示
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。
接
合
し

た
仏
向
貝
塚
出
土
資
料
に
つ
い
て
は
石
井
寛
氏
、
高
橋
健
氏
に
ご
教
示
賜
り
、
実

謝
辞

お
わ
り
に

見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
土
偶
関
連
文
献
や
観
察
に
つ
い
て
は
武
内
博
志

氏
に
ご
教
示
賜
っ
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
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本
資
料
の
出
土
地
は
「
栄
区
公
田
町
」
と
登
録
さ
れ
て
い
る
が
、
出
土
地
が
判
明
し
て

お
り
、
横
浜
市
文
化
財
地
図
に
も
遺
跡
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
は
「
公

田
ジ
ョ
ウ
ロ
塚
遺
跡
」
と
す
る
。

発
見
者
で
あ
る
金
子
氏
に
よ
れ
ば
、
発
見
し
た
瞬
間
に
は
明
瞭
に
赤
彩
が
残
っ
て
い
た

‐
〆
」
眠
い
亜
ハ
ノ
○
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